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研究成果の概要（和文）：本研究の焦点は、寓話「裸の王様」の宮廷で作動していた「スムーズ

な流れ」である。「裸の王様」は、職務と役割が連鎖し、その連鎖が悲劇的な結果に導くという

スムーズな流れのシナリオを具体的に示したものである。筆者は、日本の IT 企業のイラスト

レイティブ・ケース・スタディーを用い、このようなスムーズな流れの特性を探求し、概念化

した。IT 企業で働く社員への「深い」インタビュー調査を通じ、質的データを採取した。日本

の IT 企業の職場では、オートポイエーシスの特性である構造的カップリングの「亜種」がス

ムーズな流れを生んでいた。この種のスムーズな流れのため、数えきれない人材と数億円を投

じたプロジェクトが失敗し、会社自体も損失を負っていた。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The focus of this study is on the smooth flows operating in the 
kingdom of the Emperor's New Clothes. The Emperor's New Clothes provides an example 
of a smooth flow scenario where tasks and roles are interconnected and where the 
interconnection leads to a tragic outcome. The author investigated and conceptualized the 
nature of such smooth flows through an illustrative case study of a Japanese information 
technology (IT) company. He obtained qualitative data through in-depth interviews with 
the company's employees. In the workplaces of the Japanese IT company, pseudo aspects of 
structural coupling in autopoiesis theories shaped the condition of smooth flows.   
Because of these smooth flows, the company suffered from failing projects, which involved 
countless employees and hundreds of millions of yen in losses. 
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１．研究開始当初の背景 

 
本研究の着想は、筆者の企業倫理・不祥事
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である。官民・業界を問わず、非倫理的行動・
不祥事が露呈するとマスコミ・評論家は「体
質」・「風土」・「文化」という組織の集団主義
の問題点もしくは経営者・経営陣の「モラ
ル」・「倫理観」・「ワンマン」という個人の資
質にその原因を求める傾向にある。しかし、
筆者は、基盤研究助成により可能となった事
例研究ならびに不祥事を起こした企業での
質的調査を通じ、集団もしくは個人という従
来の分析単位では割り切れない現象、つまり、
「個」と「個」が連鎖するダイナミックス（以
後、組織化）が背後に存在することに気づい
た。さらに、常習的な場合、「隠蔽体質」と
して職場に定着するのではないかとも推測
した。 
 
２．研究の目的 
 

組織は「個」の集合体である。組織のメン
バーである「個」は何らかの職務・役割を持
ち、職務・役割を果たす。これにより、日常
的な業務もしくは特定のプロジェクトが遂
行されていく。しかしながら、組織として、
生産性・効率を高めるためには、個々の職
務・役割間で適切に調整される必要があり、
これが職場での仕事の「流れ」となる。こう
した調整は、一般的に「ほうれんそう」つま
り「報告」・「連絡」・「相談」（以後コミュニ
ケーション）として行われている。 

 
しかしながら、職場でのスムーズな仕事の

「流れ」と思える現象は、個々の職務・役割
間で適切に調整されなくとも偶発的に発生
しうる。それは、個を単位とした「行為」・「出
来事」の連鎖であり、さらに、その連鎖が仕
事の「流れ」の状態を形成するのである。こ
の状態において、スムーズに物事は運び、あ
る種の秩序が生まれてしまうため、当事者は、
これを「安定」・「和」と錯覚してしまう。そ
の中で、「おかしい」、「問題だ」という状況
があった場合、たとえ仕事がスムーズに流れ
たとしても、個々の職務・役割間でのコミュ
ニケーションが機能不全であるため、時間の
経過とともに問題が肥大化し、最終的には破
局へ向かうことになる。これが、スムーズな
「流れ」のパラドックス的なメカニズムであ
る。この現象を筆者は、「裸の王様」症候群
と呼ぶ。本研究の目的は、「裸の王様」症候
群のメカニズムを解明することである。 
 
３．研究の方法 
 
(1)文献調査ならびにクリティカル・レヴュ
ー 

職場の「流れ」に関する文献調査を以下の
要領でおこなった。 
 

①個を単位とした「行為」・「出来事」の連鎖
反応に関する文献のクリティカル・レヴュー 
 
個を単位とした「行為」・「出来事」の連鎖

反応に関して、複数の視点からレヴューを行
った。Allport と Weick 等に代表される個と
個の連鎖のダイナミックスから発展させた
社会心理学・組織行動論での研究、社会学の
構造化理論・エスノメソドロジーを発展させ
た研究、さらに、近年のアクター・ネットワ
ーク理論、オートポイエーシス理論までレヴ
ューした。 
 
②問題のある状況でとりえる個人の反応・行
動に関する文献のクリティカル・レヴュー 
 
問題のある状況でとりえる個人の反応・行

動に関して、主に、社会心理学・組織行動論
での研究をレヴューした。具体的には、
Hirschman の「離脱・発言・忠誠」、ならびに、
その改訂版の「離脱・発言・忠誠・無視」モ
デル、Latané and Darley の「静かなる傍観
者」、Argyris の「防衛的なルーティーン」・「組
織学習の失敗」等を含む近年の到達点までレ
ヴューした。 
 
筆者に利用許可が出ている日本の図書館

では、これらの文献調査・クリティカル・レ
ヴューを完成させることが不可能であった
ため、筆者へ図書館利用許可(オンライン・
データベースからのダウンロードも含め)が
出ているアメリカの大学図書館へ出向く必
要があった。アメリカの大学図書館での文献
調査の結果、IT 産業での職場環境の特性が
「流れ」にどのような影響を及ぼすのかも調
べる必要があった。具体的には、以下のテー
マに注目した。 
 
③テンポラリー、ワークフロー、ネットワー
ク組織 
 
ここでは、主に、MIT の Malone ならびに

Orlikowski 等の IT 産業における経営組織
論・組織デザイン論に注目した。  
 
(2)質的調査 
 
首都圏にある知識集約・IT系企業で、質的

調査を実施した。研究計画当初は、質的調査
で得たデータをもとに、計量的調査を実施す
ることを予定していた。しかしながら、「個」
と「個」の連鎖である「流れ」を説明するの
に核となるエスノメソドロジー、オートポイ
エーシス理論、アクター・ネットワーク理論
を精読するにあたり、従来の計量的調査は不
適切であることが分かった。したがって、こ
れらの理論にもとづき、独自の質的調査法を



開発する必要があった。 
 
４．研究成果 
 
(1) 理論の発展・概念化 
 
文献調査ならびにクリティカル・レヴュー

の結果、偶発的にできる仕事のスムーズな流
れは、Maturana and Varela が提唱する「最
も」進化した組織形態であるオートポイエー
シスが人間界で見られるパラドックスな現
象であることが分かった。偶発的にできる仕
事のスムーズな流れは、好ましくない結果に
導くパターンと、監督・管理職を必要としな
い自己組織化に導くパターンが「紙一重」に
あるということをつきとめた。さらに、好ま
しくない結果に導くパターンを「裸の王様」
シンドロームと名付けた。 
  

オートポイエーシスは本来、セルシステム
の生命体組織を説明するために、考察された
ものであるが、社会行動科学の分野でも応用
されている。職場、つまり、人間界で見られ
る「個」と「個」が連鎖することで偶発的に
発生するスムーズな流れは、オートポイエー
シスの高次元に存在する構造的カップリン
グの結果できるものである。このスムーズな
流れは、「何か」、「誰か」という行為者によ
ってあらかじめコントロールされるもので
はなく、自律的に動く「個」同志の柔軟なコ
ーディネーション機能である。これが、自己
組織性の核となるものであるが、人間界に応
用した場合、かならずしも好ましい結果にな
らないと Maturana and Varela は警鐘をなら
していた。 
 
さらに、オートポイエーシス理論を人間界

に応用した場合、languaging が正常に機能す
るかどうかにより、創造性を発揮する自己組
織化するか、スパルタのような絶対服従の軍
事国家組織化するという Maturana and 
Varela の見解も発見した。languaging が正
常に機能する場合、指揮・命令・監督・監視・
マニュアルなしで、スムーズな流れを作る組
織化現象が起こる。つまり、環境・状況の変
化に応じる「柔軟性」を発揮することになる。  
 
これを、進化のスピードが激しい IT産業、

特に、ソフトウエアー開発の現場に応用させ
た場合、テンポラリー、ネットワーク型組織
という新たな組織デザインと「働き方」が生
まれるようになる。 
 
しかしながら、languaging が正常に機能せ

ず、構造的カップリングだけが職場で起こる
可能性もある。スパルタのような軍事国家組
織でなくとも、languaging が正常に機能しな

い状態で構造的カップリングは、日本のホワ
イト・カラーの職場で起こりえる現象なので
はないかというリサーチ・クエスチョンを立
てた。 
 

(2) 質的調査 
 
首都圏にある IT・情報系企業で、質的調査

を実施した。計画当初は、Glaser and Strauss
のグランデッド・セオリーもしくはエスノグ
ラフィーを実施する予定であった。しかしな
がら、オートポイエーシス理論を精読するに
あたり、質的調査法自体を進化させる必要が
あることに気付いた。グランデッド・セオリ
ー、エスノメソドロジーには、インタビュー
と参与観察が含まれるが、それでは不十分で
ある。これは、オートポイエーシス理論が
Varela によって進化された embodiment と呼
ばれる研究領域の文献を精読することによ
り、つきとめた。 
 
構造的カップリングにある「個」が行う「記

述」と別の「個」が行う「記述」が共時的に
行われ、さらに、「記述」と動作・反応が同
時化する現象を分析できる手法が必要なの
である。embodiment 研究では、Husserl の「動
作の現象学」ならびに Merleau-Ponty の「知
覚の現象学」の方法論によりオートポイエー
シス現象が説明されていた。現象学的調査法
を考案し、実施した。 
  
(3) 調査の結果、判明したことは、おおよそ、
以下の通りである。 
 
① 裸の王様シンドロームは、オートポイエ
ーシスの構造的カップリングによってもた
らされる現象であり、languaging が不適切で
ある職場で蔓延していた。 
 
② languaging を不適切にする直接的要因は、
パワーにあった。さらに、大勢の前で叱責す
る、離職を促すという管理職によるハラスメ
ントならびに明文化された職務規定という
「具体的な」パワーに加え、「まじめ」・エリ
ートを演技しなければ懲戒にあうという
Foucault が提唱する「見えにくい」ディシプ
リナリー・パワーで構成されていた。この中
で、日本の職場という文脈で、新たに概念化
できたのは、「まじめ」・エリートを演じなけ
れば懲戒にあうという恐怖心から、「他人の
目」という監視のもと、自らを律するという
ものであった。さらに、これが、寓話「裸の
王様」にも描写されていた。 
 
③「まじめ」・エリートを演じるということ
は仕事上の問題点に気付いていても、「知ら
ぬふり」をする方が、社内政治・処世術とし



て得策であるという判断を生み出す。いわゆ
る「ことなかれ主義」の原動力である。 
 
④「ことなかれ主義」社員を生み出す背景に
は、日本の官僚主義的人事・採用制度があっ
た。IT 産業、特にソフトウエアー開発の「現
場」であるにも関わらず、部課長レベルはも
とより、チーム・リーダーのレベルでも IT
もしくはコンピューター・サイエンス等の知
識・技能が皆無に近い国立大学法学部卒の人
間が多数いた。これは、専門的教育を受けて
いなくとも様々な部署を体験させることに
より、日本的官僚組織の「動かし方」と「政
治」を学習させ、プラミッド組織を「螺旋的」
に人事異動させる中央官庁の人的資源管理
と類似していた。 
 
⑤ つまり、この IT、コンピューター・サイ
エンス等の知識・技能が皆無に近い管理職・
リーダーは、Taylor の「職能的職長」的な資
質に乏しい。したがって、自分の威厳・権力
を保持するために、IT のプロである部下たち
に、「技能」ではなく、「態度」に対して管理
していた。つまり、上司・会社への忠誠心を
示すような行動のみが評価され、「技能」・「才
能」は評価されなかった。ここでは、常に決
裁は上司である自分にあることを部下に教
え込むために、常に「お伺い」を立てさせて
いた。しかし、上司の判断・指示がまちがっ
ていることが多かった。 
 
⑥ したがって、IT、コンピューター・サイ
エンス等の専門教育を受けた社員たちは、プ
ログラム作成の工程で、「おかしい」と気付
いたことがあっても、上司、同僚に報告・連
絡・相談することが「ばからしい」といつし
か思うようになっていった。つまり、自らが
構築する現実を「記述」として伝えるのがオ
ートポイエーシスの languaging であるが、
偽りの「記述」を伝えていたのである。さら
に、「個」どうしの構造的カップリングが作
動することにより、職場のスムーズな流れを
作っていた。これを世間一般には「空気を読
む」、「協調性」、「コミュニケーション」と呼
ぶ。 
 
⑦ この「ばからしい」と思う感情が、「無気
力」となり、それが、日本を代表する IT 企
業の社員としての生き方であると悟るよう
になった。さらに、自ら悟るだけでなく、こ
の生き方を後輩に指導するようなり、組織文
化として定着するようになった。この組織文
化により、数百人、数億円を投じた大型プロ
ジェクトは失敗していた。 
 
⑧ 結論として言えることは、「見えない」・
「わからない」・「おかしい」という正直な「記

述」が languaging でされなくとも、構造的
カップリングが働き、「スムーズな流れ」が
職場で発生してしまうことである。オートポ
イエーシス理論にもあるように、スムーズな
流れ自体は「秩序」の現れであり、すべて否
定されるべきではない。しかし、その結末が、
「悲劇」となる場合が「裸の王様」シンドロ
ームである。 
 
この悲劇的パターンが、首都圏にある IT

産業の職場で蔓延していた。コミュニケーシ
ョン・協調性を強化しようとすればするほど、
まちがいを修正することなく努力し続ける
というパラドクスに陥るのである。その結果、
最終的なソフトウエア・システムが機能しな
くなる。さらに、これをなんとか「動かす」
ために、プロジェクト・マネージャー、シス
テム・エンジニアたちは「過労死」するまで
働かされるという「悪循環」が定着するので
ある。これが、日本の IT 産業が、アメリカ
のシリコンバレーの水準になれない根本的
原因の一つであると思われる。 
 
⑨ 首都圏にある IT 産業の職場を「深く」調
査・分析するにあたり、「裸の王様」シンド
ロームが蔓延していない、もしくは、克服し
た職場が存在していた。まず、蔓延していな
い職場は、アメリカ系企業の日本法人であっ
た。さらに、IT という分類が的確かどうか定
かではないが、ゲームソフトを作る職場であ
った。 
 
「裸の王様」シンドロームを克服した職場

は、特殊な生活環境を提供し、社員のライフ
スタイルがシリコンバレーにいるシステ
ム・エンジニアやプログラマーと類似してい
た。ここでは、オートポイエーシスの最大の
利点である、「自律した個」どうしの連鎖が
「ゆるやか」で「創造的」な結果につながる
という現象も垣間見られた。今後は、「なぜ」、
「どのように」スムーズな「流れ」が「好ま
しい」結果につながっていくのかを解明する
必要がある。 
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